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Topics BCP とは何か知っていますか？  
BCP（事業継続計画）とは、「災害など、リスク発生時に業務が中断しない

ために、また万が一、中断した場合でも、できるだけ早期に重要業務を再開させ
るための仕組みであり、平時から戦略的に業務継続について準備しておくこと」と
定義されています。 
災害により当院が被害を受けた場合、活用可能な人員、資材、場所が限ら

れるため、全ての業務を継続することは困難です。そのため、災害発生時に限ら
れた資源を最大限活用し、早期に復旧するために、「重要業務」を事前に選定
し、優先順位をつけて対応することが大切です。平時からリスクアセスメントを行い
BCP を備えておくことにより、被害軽減、さらには組織の回復力を高めること、防
ぎ得た災害関連死の約半数を阻止できる可能性があることなどが報告されてい
ます。（参考：厚生労働省医政局事業 BCP策定の手引き） 

かわら版 

Topics 
 BCP に基づいた状況想定訓練（机上演習）を行いました  
 1月 21日（火）、防災会議・WG合同会議において、災害時の増
床計画についての BCP に基づいた机上演習を行いました。当院は、災
害拠点病院として、災害発生時、最大で 2倍の入院患者に対応する
必要があります。（厚生労働省 災害拠点病院指定要件）「段階ごと
に」「どこに」「何床」増床できるかということや、増床に伴い、ベッドや人員、
物品といった準備がどれだけ必要かということをグループにて検討しました。 

参考：東京都保健医療局 医療機関における事業継続計画（BCP）について 

BCP の概念図 そのために事前に整理・検討 

＝BCP 

 

BCP とは何の略？ 

B・・・Business（事業） 

C・・・Continuity（継続） 

P・・・Plan（計画） 

左図は BCPの概念図です。
さまざま資源が限られる中、その
復旧のスピードにあわせて自然に
復旧していく実線を、どのようにし
たら社会的使命・役割を果たす
ための目標となる点線のように早
めることができるか、そのギャップを
埋めるための計画が BCP です。 
当院は災害拠点病院であり、

BCP策定が義務付けられていま
す。 
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Column  
災害時の通信手段と安否確認手段について 
 災害時の通信は、次の要因で通信障害を生じることがあり
ます。 
 
◇通信インフラの損壊 
地震や津波などの災害により、通信設備（基地局、通信

ケーブル、発電設備など）が損壊することがあります。これによ
り、電話やインターネットが利用できなくなる恐れがあります。 
◇通信トラフィックの増加 
災害が発生すると、多くの人が安否確認のため同時に通

信を試みることで、ネットワークが過負荷になります。これによ
り、通信が制限され、接続や通信が困難になる恐れがありま
す。 

 
災害対策推進・教育センターでは、災害時でも病院通信 
機能が維持できるように、以下の通信手段を備えています 
 
 
【 災害時：主な通信手段 】 
１ 防災行政無線 
２ 衛星電話 
３ デジタル簡易無線 
４ トランシーバー 
５ アマチュア無線 
 
【 災害時：有効な安否確認手段 】 
□メールや SNS 
回線が混雑する中、パケット通信を利用して比較的容易に
連絡が取れる。基地局の損壊や停電には注意が必要。 
□災害用伝言ダイヤル（171） 
音声伝言サービスを使って家族や友人に自身の状況を伝え
ることができる。  
□災害用伝言版（web171） 
インターネットを通じて、安否状況を伝えたり、確認したりする
ことができる伝言板サービス。 
□災害時の公衆Wi‐Fi（00000JAPAN） 
大規模災害時は、災害用に提供されるWi-Fiサービスが無
料開放される。 

BCPは、災害や事故が発生した際に、被害を最小限に抑えて組織の重要な業務を継続するための計画であることをご紹介しました。特
に医療機関では、災害時であっても医療を提供し続ける必要があり、さらに、災害時は需要が高まるため、この BCP が非常に重要な役割を
果たします。 
当院の BCPは現状に合わせて現在改訂中ですが、完成しましたら、みなさまにお知らせさせていただきます☺（センター看護師：な） 
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医学・病院管理部では、BCP の策定について、災害対
策推進・教育センターと共に災害時の対応マニュアルの整
備、緊急連絡体制の構築、物資や設備の管理体制の強
化など、業務継続のための体制づくりに取り組んでいます。 

 
管理部長 

伊藤 敦士です 

これらを活用して、災害時の不安を 
少しでも軽減しましょう 

Topics  

BCP策定部会（事務部門）を開催しました 
 12月 20日（金）、1月 24日（金）に当センターにて事務部
門における第 1回、第 2回 BCP策定部会を開催しました。 
事務部門では、「病院の運営・機能維持」が大きな役割となって

おり、災害時にも止められない通常業務、災害時に新たに発生する
新規業務の 2種類の重要業務があります。 
どの業務をどの程度優先 

し、どのタイミングで復旧させ、 
病院の機能を維持していく 
のかといった内容について各 
課とともに策定部会にて検討 
しています。 
 

策定部会の様子 

News 南海トラフ臨時情報が発表されました 
 1月 13日（月）に日向灘を震源とするマグニチュード 6.9（調査
中）の地震が発生し、それに伴い気象庁は南海トラフ地震臨時情報を
発表しました。今回の地震は、南海トラフ地震の発生可能性が平常時と
比べて相対的に高まったと考えられる現象ではありませんでした。しかし、
南海トラフ地震の 30年以内発生確率は 80％程度（地震調査委員
会 2025年 1月）に引き上げとなっているため、引き続きいつ地震が来
てもいいように備えていくことが大切です。 
 災害対策本部設置基準では、南海トラフ地震臨時情報（警戒・注
意）が発表された場合、時間外には、高度救命救急・総合集中治療セ
ンター責任医師、医師宿直総括責任者（助教以上が担当、MINT当
直表に記載あり）及び日当直看護師長がカンファレンス室１へ参集し、
災害対策本部を立ち上げることとなっています。 

医師当直室、看護師長当直室に暫定本部立ち上げアクションカード
を配置しておりますので、いざという時に落ち着いて行動ができるよう、事前
に災害対策マニュアル(Ver4.1  p104）にて確認しておいてくださいね。 
https://hisinfo.hosp.mie-u.ac.jp/pdf/saigaitaisaku-manual.pdf?R608 
 

https://hisinfo.hosp.mie-u.ac.jp/pdf/saigaitaisaku-manual.pdf?R608

